
建
基
法
改
定
に
よ
る
建

築
確
認
の
遅
れ
は
、
大
幅

な
着
工
戸
数
減
少
で
仲
間

の
仕
事
を
激
減
さ
せ
た
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
０
・
２
％
落
ち

込
む
と
の
試
算
も
あ
り
、

社
会
問
題
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
工
務
店
に
と
っ

て
の
本
格
的
な
試
練
は
、

二
階
建
て
以
下
の
木
造
住

宅
（
４
号
建
築
物
）
の
特

例
廃
止
だ
。
現
行
で
は
提

出
義
務
の
無
い
伏
図
や
軸

組
図
、
壁
量
計
算
書
な
ど
、

14
も
の
図
書
が
必
要
と
な

る
。
確
認
申
請
に
か
か
る

時
間
も
費
用
も
膨
大
と
な

る
。
再
び
改
定
に
よ
る
混

乱
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、

12
月
の
施
行
を
見
送

り
半
年
位
の
延
期
が
検
討

さ
れ
て
い
る
が
、
複
雑
に

な
っ
た
確
認
申
請
に
対
応

で
き
る
よ
う
今
か
ら
準
備

が
必
要
だ
。

10
月
に
は
瑕
疵
保
証
の

義
務
化
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

瑕
疵
担
保
保
険
加
入
な
ど

に
よ
る
コ
ス
ト
の
負
担
、

基
礎
か
ら
中
間
、
完
了
ま

で
３
回
の
検
査
が
求
め
ら

れ
る
。
段
取
り
の
悪
さ
や

検
査
不
適
合
が
あ
れ
ば
、

工
期
延
長
に
よ
る
経
費
増

は
避
け
ら
れ
な
い
。
工
程

表
の
作
成
や
工
事
管
理
能

力
の
引
き
上
げ
な
ど
が
必

要
と
な
る
。

建
築
士
法
改
定
で
建
築

士
受
験
資
格
が
大
幅
に
狭

め
ら
れ
た
。
大
工
職
以
外
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「
２
面
に
つ
づ
く
」

今
年
か
ら
来
年
に
か
け
て
の
法
改
定
と
住
宅
施
策
は
、

消
費
者
保
護
と
ス
ト
ッ
ク
重
視
、
温
暖
化
対
策
が
基
調

と
な
っ
て
い
る
。
正
論
だ
が
、
小
零
細
工
務
店
に
と
っ

て
は
大
き
な
重
荷
で
あ
り
、
大
手
住
宅
企
業
が
俄
然
有

利
と
な
る
。
対
応
で
き
な
い
工
務
店
の
事
業
継
続
は
不

可
能
と
な
る
。
こ
の
逆
風
を
追
い
風
に
出
来
る
よ
う
情

報
収
集
と
準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

出典：新建ハウジング



主 な 工 法 耐 震 制 振 免 震

仕 組 み

壁の耐力で揺れ
に抵抗する

揺れを吸収・軽
減。仕口等への損
傷が少なくなる

建物を浮かせて、
振動を伝えるのを
防ぐ。揺れを一番感
じない。

新 築 ○ ○ ○
リフ ォー ム 対 応 ○ ○ ×

金 額 安価 50～80万 かなり高額
大 臣 認 定 ○ △

○ △ ×
工務店で工事可。
わずかに技術講
習が必要な場合
も。

メーカーの技術講
習が必要な場合が
多い。

専門業者しか出来
ない施 工 性

の
専
門
工
事
業
従
事
者
が

受
験
で
き
る
機
会
は
今
年

だ
け
だ
。
二
級
建
築
士
を

め
ざ
す
な
ら
組
合
の
二
級

建
築
士
講
座
を
真
剣
に
受

講
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。

建
築
士
の
定
期
講
習
制
度
、

構
造
・
設
備
設
計
一
級
建

築
士
制
度
も
ス
タ
ー
ト
す

る
。
定
期
講
習
で
の
終
了

考
査
に
合
格
で
き
な
い
場

合
は
、
再
度
講
義
と
考
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
死
活
問
題
に
な
ら
な

い
準
備
が
必
要
だ
。

２
０
０
年
住
宅
を
政
策

化
す
る
「
住
宅
長
期
利
用

促
進
法
」
が
今
年
度
中
に

成
立
す
る
見
通
し
だ
。
超

長
期
住
宅
に
求
め
ら
れ
る

性
能
や
維
持
管
理
方
法
を

ま
と
め
た
「
２
０
０
年
住

宅
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と

「
適
合
す
る
住
宅
の
認
定

制
度
」
も
予
定
さ
れ
て
い

る
。
認
定
住
宅
を
取
得
す

る
た
め
の
長
期
返
済
制
度

や
登
録
免
許
税
、
不
動
産

取
得
税
、
固
定
資
産
税
の

軽
減
な
ど
の
優
遇
施
策
も

検
討
さ
れ
て
い
る
。
超
長

期
住
宅
に
対
応
で
き
る
技

術
技
能
の
取
得
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。

省
エ
ネ
対
策
で
は
、
窓

の
改
修
や
壁
の
断
熱
強
化

な
ど
の
省
エ
ネ
改
修
に
つ

い
て
、
ロ
ー
ン
残
高
の
一

定
割
合
を
所
得
税
か
ら
５

年
間
控
除
す
る
「
省
エ
ネ

改
修
促
進
税
制
」
が
要
望

さ
れ
て
い
る
。
国
交
省
が

普
及
を
進
め
て
い
る
Ｃ
Ａ

Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
（
建
築
物
総
合

環
境
性
能
評
価
シ
ス
テ
ム
）

に
よ
る
省
エ
ネ
評
価
を
義

務
付
け
て
い
る
自
治
体
も

す
で
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

環
境
性
能
評
価
の
義
務
化

は
時
間
の
問
題
と
考
え
ら

れ
る
。
建
物
自
体
の
断
熱

性
に
加
え
設
備
機
器
を
含

め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

に
よ
る
温
熱
環
境
等
級
の

見
直
し
も
検
討
さ
れ
て
お

り
、
省
エ
ネ
に
対
応
す
る

技
術
は
必
須
と
な
っ
て
い

る
。

昨
年
も
こ
の
紙
面
の
中

で
、
工
務
店
や
設
計
者
の

耐
震
対
応
を
訴
え
て
き
た

が
、
昨
年
の
新
潟
中
越
地

震
や
各
自
治
体
の
耐
震
改

修
促
進
計
画
の
策
定
が
進

む
こ
と
で
、
今
年
度
は
そ

の
流
れ
は
さ
ら
に
加
速
し

そ
う
だ
。

住
ま
い
を
地
震
に
強
く

す
る
工
法
は
、
表
の
通
り

主
に
「
従
来
の
耐
震
」

「
制
震
」
「
免
震
」
の
３

種
に
分
類
さ
れ
る
。
新
築

住
宅
は
上
部
構
造
評
点
１
．

０
以
上
を
満
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
耐
震
補

強
工
事
も
ま
ず
は
構
造
評

点
１
．
０
を
目
指
す
こ
と

に
な
り
、
「
制
震
」
や

「
免
震
」
性
能
は
「
耐
震

性
能
１
．
０
」
に
プ
ラ
ス

α
の
性
能
と
言
う
こ
と
に

な
る
。
「
免
震
」
工
法
は

新
築
一
棟
あ
た
り
２
０
０

万
～
３
０
０
万
円
か
か
る

こ
と
に
く
わ
え
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
に
は
適
さ
な
い
た

め
、
今
後
は
「
制
震
」
が

耐
震
プ
ラ
ス
α
性
能
の
中

心
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

一
昨
年
、
埼
玉
土
建
で

も
住
ま
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
で
、
制
振
工
法

「
Ｇ
Ｈ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」

を
、
１
０
０
万
円
以
内
で

出
来
る
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム

と
し
て
紹
介
し
、
施
工
技

術
講
習
も
行
っ
た
。
大
手

メ
ー
カ
ー
で
は
、
積
水
の

制
震
装
置
の
「
シ
ー
カ
ス
」

は
現
在
同
社
の
新
築
住
宅

の
約
７
割
に
採
用
さ
れ
て

い
る
。
メ
ー
カ
ー
の
中
で

も
早
く
か
ら
「
制
振
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
ミ
サ
ワ

は
制
振
パ
ネ
ル
「
エ
ム
ジ

オ
・
エ
ヌ
」
を
１
棟
あ
た

り
70
～
80
万
円
で
販
売
を

開
始
し
て
お
り
、
08
年
は

大
臣
認
定
も
取
得
す
る
予

定
だ
。
こ
の
通
り
大
手
メ
ー

カ
ー
は
「
制
震
」
を
標
準

搭
載
し
始
め
て
い
る
。
ま

た
、
工
務
店
向
け
の
雑
誌

な
ど
に
も
新
し
い
制
震
ツ
ー

ル
が
続
々
と
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

「
従
来
の
耐
震
」
商
品

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
新
商
品

が
登
場
し
て
お
り
、
選
択

肢
が
広
が
っ
て
い
る
。
中

で
も
耐
力
壁
な
が
ら
採
光

も
と
れ
る
「
ひ
か
り
か
べ
」

や
「
ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ

ク
耐
力
壁
」
が
面
白

い
。
両
者
は
大
臣
認

定
も
す
で
に
取
得
し

て
お
り
「
ひ
か
り
か

べ
」
は
東
京
都
が
選

ん
だ
「
安
価
で
信
頼

で
き
る
耐
震
改
修
工

法
」
に
も
選
ば
れ
て

い
る
。

今
は
住
宅
情
報
過

多
の
時
代
だ
。
お
客

さ
ん
に
耐
震
工
法
の

違
い
を
し
っ
か
り
説

明
し
た
上
で
、
お
客

さ
ん
が
選
択
で
き
る

だ
け
の
「
耐
震
ツ
ー

ル
」
を
準
備
し
た
い
。
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「
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
」

↑
耐
震
工
法
の
比
較

（
写
真
右
）
Ｇ
Ｈ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

（
写
真
左
）
ひ
か
り
か
べ

▼耐力壁だが光を通し

ている


